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南

雲

栄

治

一
、
は
し
が
き

関
東
北
西
部
の
浅
間
火
山
北
斜
面
地
域
に
関
す
る
研
究
は
地
質
学
・
自
然
地
理
学
・
農
業
地
理
学
的
立
場
等
か
ら
幾
多
の
研
究
T
X
2
)

ハ
3
X
4〉ハ
5
u
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
集
落
地
理
学
・
歴
史
地
理
学
的
立
場
か
ら
の
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。

か
ん
ぽ
ら

筆
者
は
か
か
る
点
に
着
目
し
、
特
に
上
州
鎌
原
村
(
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
大
字
鎌
原
〉
を
研
究
対
象
と
し
て
、
歴
史
地
理
学
的
立
場

か
ら
集
落
の
成
立
・
発
展
の
姿
を
究
明
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
さ
ら
に
浅
間
火
山
北
斜
面
地
域
の
山
村
の
地
域
性
を
把
握
し
よ
う
と

試
み
た
。

特
に
、
現
在
の
鎌
原
部
落
の
成
立
と
発
展
の
分
野
は
、
天
明
三
年
の
浅
間
火
山
の
噴
火
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
多
分
に
歴
史
的
性
格

を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
歴
史
的
発
展
段
階
を
無
視
し
て
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

本
研
究
は
筆
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
意
図
す
る
「
浅
間
火
山
北
麓
及
び
吾
妻
川
流
域
に
お
け
る
集
落
の
研
究
」
の
一
部
を
な
す
も
の

で
、
昭
和
三
十
一
年
以
降
引
き
続
い
て
現
地
の
文
献
的
調
査
と
野
外
調
査
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
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C

 

そ
れ
故
、
実
態
の
把
握

を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
歴

史
地
理
学
的
視
点
に
立
ち

な
が
ら
、
実
地
調
査
に
よ

る
集
落
景
観
的
考
察
に
も

つ
と
め
た
。

二
、
研
究
地
域
の
概
観

第1図研究地域

妻Z
郡研
嬬Z究
恋ご地
村域
大は
字群
鎌2馬
原宮県
で吾主

関
東
地
方
の
北
西
部
に
位

置
し
、
上
信
国
境
浅
間
山

北
斜
面
の
裾
野
に
発
達
し

た
路
村
形
態
の
中
心
集
落

のと
横E
町Eこ
及れ
びに
南連
の続
古宮す
屋やる
敷主北

を
研
究
対
象
地
域
と
し
た



の
で
あ
る
(
第
1
図
参
照
)
0

ろ

〈

り

は

ら

本
地
域
は
浅
間
高
原
(
六
里
ガ
原
)
の
末
端
が
吾
妻
川
に
接
す
る
近
く
に
立
地
し
て
お
り
、
集
落
の
標
高
は
九

0
0
1九
四

O
メ
l
ト

ル
内
外
で
あ
る
。
本
地
域
の
地
形
は
北
へ
行
く
に
従
っ
て
下
降
し
、
水
田
地
帯
が
展
開
し
、
吾
妻
川
の
断
崖
に
達
し
て
い
る
。
南
は
標
高

が
高
く
上
り
と
な
っ
て
い
る
た
め
集
落
発
達
の
制
約
と
な
っ
て
い
る
。
東
は
殆
ん
ど
平
坦
で
畑
作
地
帯
と
な
り
、
小
熊
沢
の
浸
食
谷
に
達

し
て
お
り
、
西
は
小
高
い
丘
と
な
っ
て
い
る
。
本
地
域
に
は
用
水
路
沿
い
や
、
浸
食
谷
(
小
熊
沢
等
)
に
沿
っ
て
水
田
が
み
ら
れ
る
が
、
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や
は
り
畑
作
を
主
と
し
た
農
山
村
で
あ
る
。

尚
、
本
地
域
は
天
明
三
年
(
一
七
八
六
)
の
浅
間
山
(
二
五
四
二
メ
ー
ト
ル
〉
の
大
爆
発
の
際
、
鎌
原
泥
流
(
6
)
に
よ
る
流
失
・
埋
没

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
部
落
で
、
多
く
の
人
馬
と
家
屋
・
耕
地
を
失
い
、
現
在
の
集
落
は
そ
の
後
復
興
し
て
出
来
た
集
落
で
あ
る
。

鎌
原
の
観
音
堂
境
内
の
文
化
十
二
年
(
一
八
一
五
)
亥
歳
七
月
八
日
に
建
て
ら
れ
た
流
死
者
供
養
塔
に
は

天
明
=
一
笑
卯
歳
七
月
八
日
巳
下
刻
従
浅
間
山
大
石
泥
砂
押
出
於
当
村
四
百
七
十
七
人
流
死
為
菩
提
建
之

と
記
さ
れ
て
あ
る
が
如
く
、
当
時
五
七

O
人
中
、
助
か
っ
た
者
は
わ
ず
か
九
三
人
で
、
四
七
七
人
が
流
死
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
噴
火
に

お

お

く

わ

と

や

ど

よ
る
被
害
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
長
野
原
町
大
桑
小
字
小
宿
の
常
林
寺
の
釣
鐘
が
長
野
原
町
川
原

湯
付
近
ま
で
流
さ
れ
、
明
治
四
十
三
年
(
一
九
一

O
)
の
大
洪
水
の
際
、
吾
妻
川
の
川
底
が
洗
わ
れ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
や
、
当
時
鎌
原

村
に
あ
っ
た
延
命
寺
の
標
石
が
吾
妻
郡
旧
岩
島
村
大
字
矢
倉
付
近
(
現
在
吾
妻
町
〉
ま
で
流
失
し
た
こ
と
、
鎌
原
の
観
音
堂
の
石
段
が
当

時
一
五

O
余
段
(
昭
和
五
十
四
年
八
月
の
発
掘
調
査
結
果
で
は
約
五

O
段
と
判
明
〉
も
あ
っ
た
も
の
が
現
在
は
一
六
段
し
か
地
上
に
現
わ

き
お
お
ぎ

れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
嬬
恋
村
大
笹
に
建
立
さ
れ
て
い
た
萄
山
人
の
書
に
よ
る
浅
間
押
し
の
碑
や
、
現
存
す
る
絵
図
等
に
よ
る
実
証
物
に
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よ
り
、
爆
発
に
よ
る
泥
流
の
す
さ
ま
じ
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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交
通
上
よ
り
み
れ
ば
、
鎌
原
集
落
を
南
北
に
縦
貫
す
る
道
路
は
高
崎
市

と

よ

お

か

か

み

や

ま

さ

ん

く

ら

豊
一
同
で
中
山
道
か
ら
分
れ
た
も
の
で
、
神
山
宿
・
三
の
倉
を
経
て
榛
名
山

お

お

ど

す

が

お

か

り

や

ど

の
西
裾
を
迂
回
し
な
が
ら
、
吾
妻
郡
の
大
戸
に
出
て
須
賀
尾
・
狩
宿
・
鎌

原
・
大
笹
・
上
回
・
善
光
寺
へ
と
通
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
山
道
の

脇
街
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
第
2
図〉。

〈
っ
か
け

ま
た
、
鎌
原
集
落
は
、
一
信
州
沓
掛
か
ら
浅
間
山
の
東
の
裾
野
を
越
え
て

草
津
及
び
信
州
上
回
に
通
ず
る
交
通
路
の
一
駅
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
は
か
か
る
交
通
集
落
と
し
て
の
機
構
は
全
く
な
い
が
、
幾
多
の
特
性

を
そ
の
集
落
景
観
に
具
現
し
て
い
る
。

第2図

三
、
鎌
原
集
落
の
成
立
と
そ
の
推
移

「
吾
妻
郡
誌
」
ハ
7
u
に
よ
れ
ば
、
鎌
原
は
も
と
三
原
の
荘
に
属
し
、

建
久
四
年
右
大
将
頼
朝
浅
間
の
三
原
に
遊
猟
あ
り
、
其
頃
鎌
原
郷
と
称
号
を
給

う
と
い
う
。
こ
の
地
小
字
に
下
原
北
原
等
の
名
多
し
、
蒲
の
生
じ
て
蒲
原
と
称

し
た
る
か
、
東
村
大
字
奥
田
の
小
字
地
に
も
亦
鎌
原
あ
り
、
蓋
し
同
義
か
・

か
ん
ぽ
ら

と
記
さ
れ
て
お
り
、
建
久
の
頃
に
は
本
地
域
付
近
は
既
に
鎌
原
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。



現
在
「
丸
」
・
「
古
屋
敷
」
・
「
陣
場
」
・
「
下
城
」
・
「
上
城
」
等
の
地
名
主
存
す
る
如
ミ
バ
そ
の
後
戦
国
時
代
に
鎌
原
氏
(
隣
接
す
る

哉

は

ら

し

も

や

い

わ

み

の

か

み

三
原
部
落
の
下
屋
氏
の
一
族
)
が
こ
の
地
に
拠
り
、
永
禄
・
天
正
の
頃
は
本
村
豪
族
鎌
原
石
見
守
が
鎌
原
を
領
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
永
禄
・
天
正
の
頃
に
は
既
に
鎌
原
集
落
が
成
立
し
て
い
た
こ
乙
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
立
内
容

は
現
在
み
ら
れ
る
が
如
き
計
画
的
設
定
村
落
形
態
よ
り
は
む
し
ろ
自
然
発
生
的
農
業
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

向
、
沼
田
領
で
あ
り
、
鎌
原
氏
の
知
行
地
で
あ
っ
た
鎌
原
村
は
、
天
和
元
年
(
一
六
八
一
〉
の
沼
田
藩
(
真
田
伊
賀
守
)

の
改
易
後
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は
、
徳
川
幕
府
の
天
領
と
な
り
、
御
料
所
代
官
の
支
配
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
明
三
年
の
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
り
、

カミ
マつ

て
の
村
落
は
全
く
絶
滅
し
、
現
在
み
ら
れ
る
村
落
は
噴
火
後
新
た
に
復
興
し
た
路
村
形
態
を
な
す
計
画
的
村
落
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
噴
火

以
前
と
以
後
の
村
落
は
土
地
区
画
に
お
い
て
も
歴
然
と
そ
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

天
明
三
年
後
復
興
し
た
鎌
原
の
集
落
は
農
業
集
落
と
し
て
の
特
色
を
も
ち
、

か
っ
、
明
治
二
十
六
年
(
一
八
九
三
)
の
信
越
線
の
開
通

に
よ
る
交
通
の
変
遷
等
に
よ
り
、
そ
の
後
は
著
し
い
変
化
は
み
ゐ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
z

四
、
開
拓
集
落
並
び
に
交
通
集
洛
と
し
て
の
特
性

現
在
の
鎌
原
は
天
明
三
年
の
浅
間
山
大
爆
発
の
災
害
に
よ
る
結
果
復
興
し
た
村
落
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
開
拓
集
落
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
集
落
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
そ
の
例
を
み
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
現
在
の
集
落
立
地
要
因
は
明
白
で
あ

り
、
災
害
に
よ
る
計
画
的
集
落
と
み
る
べ
き
要
素
を
多
分
に
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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向
、
鎌
原
は
交
通
集
落
と
し
て
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
大
笹
宿
よ
り
大
戸
を
通
っ
て
高
崎
へ
通
ず
る
中
山
道

の
脇
往
還
に
立
地
し
、

一
応
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
交
通
集
落
の
要
素
た
る
問
屋
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
問
屋
は
名
主
が
交
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代
制
で
行
っ
て
い
た
記
録
が
み
ら
れ
る
。

鎌
原
は
助
郷
の
課
役
も
果
せ
ら
れ
、
文
政
四
年
(
一
八
二
一
)
の
「
御
先
触
」
(
8
u
や、

文
久

元
年
(
一
八
六
一
)
の
「
明
細
書
取
調
帳
」
ハ
旦
に

堀
長
門
守
様
大
笹
御
通
行
之
節
人
馬
差
出
申
候

ま
た
は
、
中
山
道
軽
井
沢
宿
へ
助
合
相
勤
申
侯

と
記
し
て
あ
る
如
く
、
人
馬
の
徴
用
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
「
真
田
信
濃
守
様
御
通
行
ニ
付
村
方
人
馬
賃
銭
割
渡
帳
」
等
交
通

関
係
の
文
書
多
数
が
み
ら
れ
る
。

江
戸
初
期
に
お
い
て
は
、
大
笹
・
沓
掛
へ
の
交
通
路
は
堀
長
円
守
を
始
め
と
し
て
誇
大
名
の
往
来
も
公
認
さ
れ
て
い
た
が
、

一
方
、
大

笹
か
ら
鎌
原
を
通
る
大
戸
通
り
は
、

い
つ
始
ま
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
一
P
の
関
所
が
寛
永
八
年
(
一
六
三
一
)
、
寛
文
二
年
(
一

六
六
二
)
に
は
狩
宿
の
関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、

か
な
り
古
く
か
ら
交
通
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
本
格

的
に
交
通
量
が
は
げ
し
く
な
っ
た
の
は
元
禄
年
間
白
)
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
鎌
原
を
通
過
す
る
大
戸
通
り
の
街
道
白
〉
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
北
国
大
名
の
交
通
を
主
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
中
之
条
・
長
野
原
・
大
笹
通
り
の
信
州
道
詰
〉
と
同
様
、

信
越
地
方
の
民
間
物
資
の
輸
送
を
主
と
し
た
も
の
で
、

交
通
上
か

ら
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
沓
掛
よ
り
草
津
へ
の
交
通
が
は
げ
し
く
、
入
湯
の
人
々
や
荷
物
運
搬
は
鎌
原
を
通
っ
て
行
っ
た
の
で
あ

る
。
明
治
二
十
八
年
(
一
八
九
五
〉
に
は
鎌
原
村
通
運
会
社
と
村
側
と
の
契
約
書
臼
)
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

鎌
原
村
通
運
会
社
伊
藤
四
郎
平
ト
本
村
区
長
代
理
横
沢
喜
十
及
伍
長
六
名
談
判
委
員
六
名
ト
道
路
修
繕
及
貨
物
運
搬
等
ニ
付
協
議
ノ
上
左
ノ
条
項
ヲ
約
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明 ヨ 条、ハ、ヲ、平四郎 ョ
治廿 リ ノ、全、隆、 リ
鎌 通、部、盛、 草津

同 総都恋吾妻 八 原 リ、 ノ、ュ、 zュ年ヲ 世、、計、於へ
郡 八経 話人、持馬、ル、テ達
同 月テ 、ヲ、ニ、ハス

伍 四 草津 二、指揮、ハ、本村 ノレ

大村高 日日 名、 、貨物、 道路
長 記捺名 ヘ ニ、シ、、へ

達 於、 、搬運、 中関

四 上路 ノ、、尤、ノビ
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ナ茶本際村 、 、 金五 差
リ 四、 二、 支無之様

平郎、 名、 宛厘
、ヲ、

量岡 於ュ、、 接定、、 選ヲ 可

テ、 シ、 出 候事致

ノ 貨銭現金、、 騰佐、、 事ス

上 、 四、 但鎌原

Z 重 、壁、
ハ、 ョリ 、、 地内

勿論精、、、 世、 ヲ
ス 話、以
ノレ 、々 人、 ア

コ 貨物、、
へ、

域区
ト 依頼、、
ア ヲ、 ト
ノレ 荷受、、

シ、 ス
J¥ • 

人世話、、、シ 可、

候致、、
一、
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談
判
委
員

区
長
代
理

立

会

人

世

話

人

伊
藤
四
郎
平

安

済

義

蔵

山

崎

宇

作

山

崎

杢

平

山
崎
義
平
太

安

済

孫

市

滝
沢
対
士
口

横
沢

土

屋

林

作

土
屋
源
一
郎

佐

藤

口

太

山
崎
金
四
郎

河

武

平

⑮ ⑮⑫⑫⑮⑮⑮  

喜
十

⑮ ⑮⑮⑮  ⑮⑮  

と
記
し
て
あ
る
如
く
、
本
村
を
隆
盛
に
す
る
に
は
沓
掛
よ
り
草
津
へ
の
物
資
運
搬
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
鎌
原
村
通
運
会

社
が
で
き
た
の
も
物
資
運
搬
の
は
げ
し
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
会
社
と
村
が
契
約
し
て
い
る
の
を
み
て
も
、
そ
の
交
通
集
落
と

し
て
の
特
色
を
具
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
往
時
の
旅
館
兼
問
屋
の
家
が
今
な
お
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

尚
、
「
鎌
原
誌
」
(
巴
そ
の
他
(
担
に
も
み
ら
れ
る
如
く
、
鎌
原
集
落
の
人
々
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

農
閑
期
に
は
往
還
の
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第1表鎌原の戸口の変化

文化 4

文化 5
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文化 9
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;文化12
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文政 2 I 1819 

文政 .3 1" 1820 
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文政 7 I 1824 
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1846 

1858 
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1867 
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1870 
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1920 
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1940 

1947 

1950 
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弘化 3

安政 5

安政 6

慶応 3

明治元

明治 2

明治 3

明治21

大正 9

大正14

昭和 5

昭和15

昭和22

昭和25

昭和30

昭和50

)は推定

駄
賃
稼
ぎ
を
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

か
く
の
如
く
、
鎌
原
集
落
は
交
通
上
よ
り
み
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(注)

五
、
戸
口
の
変
化
と
生
活
様
式

天
災
に
よ
り
復
興
し
た
鎌
原
村
の
戸
口
の
変
化
は
「
貞
享
三
丙
寅
年

上
野
国
吾
妻
郡
鎌
原
村
御
検
地
御
水
帳
」
(
巴
・
「
享
和
四
子
年
家
数

人
馬
〆
高
覚
帳
」
ハ
立
・
「
天
保
四
年
鎌
原
村
宗
門
帳
下
書
」
門
間
)
・
「
弘
化

三
年
家
数
人
数
馬
増
減
帳
」
ハ

8
・
「
安
政
五
年
村
入
用
夫
銭
帳
」
翁
)

「
慶
応
三
年
宗
門
人
別
帳
(
上
州
吾
妻
郡
鎌
原
村
)
」
ハ

2
7
「
慶
応
四

年
増
減
差
出
帳
」
ハ
8
・
「
明
治
三
年
困
窮
人
取
調
書
之
帳
」

(
8
・
「
吾

妻
都
誌
」
・
「
国
勢
調
査
書
類
」
ハ
旬
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
、
第
1
表

の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
人
口
の
特
質
は
、
天
明
三
年
の
噴
火
当
時
よ
り
噴

火
後
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
政
三
年
頃
ま
で
噴
火

後
お
よ
そ
こ

0
年
聞
は
殆
ん
ど
一
五

O
人
前
後
で
あ
っ
た
。
天
明
三
年



当
時
の
人
口
に
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て
、
村
の
発
達
過
程
が
推
察
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。特
に
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
増
加
の
傾
向
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
る
と
一
部
の
年
を
除
け
ば
毎
年
僅
か
で
は
あ
る
が
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
も
村
の
開
発
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。

尚
、
男
女
別
人
口
の
割
合
上
の
特
質
は
、
落
政
期
を
通
じ
て
殆
ん
ど
の
年
が
女
子
の
人
口
に
比
し
て
男
子
人
口
が
多
い
事
で
、
こ
れ
は

浅間火山北麓における鎌原村の歴史地理学的研究

新
開
拓
地
に
み
ら
れ
る
一
般
的
傾
向
で
あ
り
、
特
に
働
き
盛
り
の
青
壮
年
層
の
多
い
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

戸
数
の
変
化
を
み
て
も
著
し
い
変
化
は
な
い
。
人
口
の
変
化
と
同
様
、
天
明
三
年
以
前
の
数
に
達
し
た
の
は
大
正
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
集
落
発
達
に
も
著
し
い
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

特
に
第
1
表
に
お
い
て
顕
著
な
事
は
馬
匹
の
数
が
藩
政
期
に
多
い
こ
と
で
戸
数
と
殆
ん
ど
等
し
い
。
こ
れ
は
前
述
の
如
く
農
業
だ
け
で

な
く
、
駄
賃
稼
ぎ
を
兼
ね
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

落
政
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
職
業
構
成
は
殆
ん
ど
農
業
で
あ
る
。
前
掲
文
久
元
年
の
「
明
細
書
取
調
帳
」
に
は
、

農
業
之
間
男
ハ
薪
稼
刈
取
其
ノ
外
往
来
之
諸
荷
物
附
送
リ
井
-
一
穀
色
々
売
買
仕
侯
。
女
ハ
諸
作
伝
へ
又
ハ
芦
刈
リ
菜
種
堀
稼
仕
候

と
あ
り
、

ま
た
、
明
治
十
年
の
「
鎌
原
誌
」
に
は
、

男
農
間
往
還
駄
賃
附
霞
カ
リ
ソ
ノ
外
山
稼
、
女
ハ
農
間
養
蚕
並
山
稼

と
あ
る
如
く
、
藩
政
期
に
お
け
る
鎌
原
の
住
民
の
生
活
は
専
業
の
農
業
だ
け
に
依
存
で
き
ず
、
農
民
は
経
済
生
活
の
源
を
他
の
農
間
稼
ぎ

283 

に
求
め
た
の
で
あ
る
。

本
地
域
が
何
故
か
よ
う
な
農
間
稼
ぎ
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
考
察
す
れ
ば
、
天
明
三
年
の
鎌
原
泥
流
そ
の
他
火
山
性
砂
磯
層
の
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鎌原村の貞享3年 (1帥6)における土地利用の比率と石高

種別 |石盛Ii面 I貧 I 対全面す積るにFU i i 分 米

上 田

3. 111 I 15 4;  9 1 6 中 田 71221111  

下 田 5 I 2 7 9 1 14 3.811 I 13 9 i' 7 3 
下々回 31 14i20  0.211 4 4 

上 畑 7 1 7 7 1 i 17 10，8" 1 54 1 1 

中 畑 1 5 1 10 3 8; 27 14.611 I 51 9 4 5 

下 畑 4 1 20 i 1 1! 17 28.2 11 1 80 4 6 3 

下々畑 30.0グ 42 ! 7 9 3 

屋 敷 7141659  6. 111 I 32 1 5 7 1 

A日. 計| 100..0 11 1309 1 5 4 

第2表

た
め
土
地
が
痩
せ
、

田
畑
の
品
位
一
す
が
低
い
た
め
に
生
産
力
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
竺
耕

地
が
少
な
く
、
水
田
面
積
も
之
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
男
は
農
閑
期
に
、
主
に
駄
賃

稼
ぎ
を
し
た
の
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
鎌
原
の
一
特
色
で
あ
り
、
全
国
的
に
み
れ
ば
一

山
間
僻
地
に
し
て
農
業
専
業
で
生
活
し
得
る
可
能
性
の
乏
し
い
村
々
は
、
中
馬
稼
業
が

発
生
し
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
明
治
三
年
(
一
八
七

O
〉
の
「
困
窮
人
取
調
書

之
帳
」
(
お
〉
は
こ
れ
を
如
実
に
示

Lτ
い司る。

天
明
三
年
以
前
の
土
地
利
用
状
態
を
み
る
と
、
前
掲
貞
享
三
年
ハ
一
六
八
六
〉
の
検

地
帳
に
よ
れ
ば
第
2
表
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
最
も
広
大
な
面
積

を
占
め
る
の
は
、
「
下
畑
一
」
及
び
「
下
々
畑
』
で
、
こ
れ
に
次
い
で
は
「
中
畑
」
・
「
上

畑
」
が
か
な
り
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
水
田
面
積
は
低
い
率
を
示
し

て
い
る
。
田
畑
屋
敷
の
全
面
積
に
対
す
る
比
率
は
、
田
(
九
・
三
%
)
・
畑
(
八
三
・

六
%
)
・
屋
敷
(
六
・
一
%
)
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
の
如
く
、
鎌
原
で
は
水
田
寡
少

地
域
の
た
め
農
業
は
主
と
し
て
畑
作
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
、
「
下
畑
」
・

「
下
々
畑
」
で
全
面
積
の
過
半
数
(
五
八
・
二
%
)
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
・
よ
り
、
鎌

原
の
土
地
が
天
明
三
年
の
爆
発
前
に
お
い
て
極
め
て
生
産
力
の
低
か
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。天
明
三
年
後
の
土
地
利
用
状
態
を
み
る
と
、

弘
化
二
年
の
「
田
畑
明
細
帳
」
ハ
哲
に
よ
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鎌原村の弘化2年(1845)における土地利用

の比率

種目 別|石盛| 面 F責 i 全対面す積るに% 
下 回 5 

11RC5297 畝歩
日%

上 畑 7 5.511 

中 畑 5 14.111 I 
下 畑 4 31.311 

下々畑 2 9445;; 725  26.211 

山下々畑 1 12.411 

屋 敷 7 1 5 2.911 

畑田成 2 1 575  4.311 

メ口込 I 36 2 3 ¥ 28 1 100•011 

れ
ば
第
3
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
を
み
る
と
明
ら
か
な
如
く
、
天
明
三
年
の
噴
火
後
六
二
年
経
過
し
て
い
る

が
、
田
畑
屋
敷
全
面
積
は
噴
火
前
の
ほ
ぼ
半
分
し
か
開
発
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

、tu 

第3表

か
に
噴
火
の
影
響
が
大
き
く
、
な
お
か
っ
、
開
発
が
困
難
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ

る
尚
、
品
等
別
に
み
る
と
、
天
明
三
年
以
前
と
同
様
「
下
畑
」
・
「
下
々
畑
」
が
最
大

の
面
積
を
示
し
、
「
中
畑
」
・
「
山
下
々
畑
」
等
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
「
山
下
々

畑
」
は
天
明
三
年
以
前
に
は
み
ら
れ
な
い
。
「
上
畑
」
の
面
積
は
低
い
率
を
示
し
、

水
田
面
積
も
天
明
三
年
以
前
と
同
様
に
寡
少
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
畑
か
ら
田
に

転
化
し
た
も
の
が
、
日
間
等
は
不
明
だ
が
一
町
五
反
七
畝
五
歩
存
在
す
る
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。
田
畑
屋
敷
全
面
積
に
対
す
る
比
率
は
、
田
(
七
・
六
%
)
・
畑
(
八

よ
り
出
は
減
少
し
、
畑
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
火
山
砂
礁
の
た
め
水
旧
化
の
困
難
が
明
瞭
で
あ
り
、
天
明
三
年
以
後
も
農

九
・
五
%
)
・
屋
敷
(
一
了
九
wm)
と
な
っ
て
い
る
。
比
率
は
天
明
三
年
の
噴
火
前

業
経
営
は
畑
作
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
4
表
は
開
発
過
程
を
一
示
す
鎌
原
村
の
耕
地
面
積
の
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
貞
享
三
年
の
耕
地
面
積
に
達
す
る
よ
う
に
な
っ

285 

た
の
は
明
治
十
三
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
明
治
以
後
の
開
発
は
著
し
い
が
、
藩
政
期
に
遅
い
の
は
戸
口
の
変
化
と
一
致
す
る
。
全
体

的
に
水
田
が
寡
少
で
畑
作
が
主
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
火
山
裾
野
が
畑
作
を
主
と
し
て
い
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
本
地
域
は
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歩
一no---

1

一
2

積
一
a

・敵。一
n
v
-

面

反:

畑別

7町i

田

1
59 

鎌原村の耕地面積の変化

歩i回
積

畝!反;

第4衰

|西暦五「面

1686年 l6617

号年

ト畑 |32;4j i l 

畑 173 9: 7 i l~i 

1 6 止回
7 

! 28 

27 

8 

3 

1 

3 

畑

回

止旧

7 3 

1845年

問 81

1975年

貞享3年

弘化2年

明治13年

4 1955年昭和30年

昭和50年

前
述
の
如
く
噴
火
に
よ
る
砂
磯
層
が
厚
く
存
在
し
、
地
下
水
の
渉
透

性
が
著
し
い
の
で
、
水
田
の
経
営
は
小
熊
沢
の
如
き
浸
食
谷
の
流
域

ゃ
、
鎌
原
用
水
沿
い
以
外
は
著
し
く
限
定
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
本
地

域
の
土
地
利
用
は
そ
の
大
部
分
が
畑
作
に
依
存
す
る
ほ
か
は
な
か
っ

昭和50年は別に樹園地(主に桑園)12町8畝がある。

た
の
で
あ
る
0

(

な
お
、
昭
和
五
十
年
の
畑
の
減
少
は
山
林
や
宅
地

に
変
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
J

か
く
の
如
き
事
情
に
よ
り
、
大
部
分
は
六
里
ガ
原
の
傾
斜
地
を
利

用
し
た
畑
作
地
帯
で
あ
る
た
め
、

一
戸
当
り
の
耕
地
面
積
は
局
限
さ

れ
、
必
ず
し
も
余
裕
あ
る
経
営
規
模
で
は
な
か
っ
た
。

貞
享
三
年
及
び
そ
の
後
の
一
戸
当
り
の
比
率
を
み
る
と
、
第
5
表

の
如
く
で
あ
る
。

」
れ
に
よ
る
と
、
貞
享
三
年
に
は
一
戸
当
り
五
反
歩
以
下
の
土
地

を
所
有
す
る
家
が
多
く
、
全
体
の
四
六
・
八
%
を
占
め
て
い
る
。
こ

れ
は
零
細
化
さ
れ
た
裾
野
村
落
の
一
特
質
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
比

ベ
て
明
治
十
三
年
の
二
戸
当
り
一
町
歩
以
上
所
有
す
る
家
が
、
天
明

注

年
以
前
と
逆
に
全
体
の
九
二
・
八
%
も
占
め
て
い
る
の
は
著
し
い

特
色
で
あ
る
。
こ
れ
は
噴
火
後
の
開
発
者
の
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
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第5表

及
び
一
部
に
土
地
兼
併
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
昭
和

十
年
に
お
い
て
は
農
地
攻
革
の
結
果
五
反
歩
か
ら
二
町
歩
保
有

す
る
農
家
が
多
い
の
が
認
め
ら
れ
る
。
昭
和
五
十
年
に
な
る

と
、
五
反
歩
未
満
の
農
家
が
急
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
労
働

不
足
や
農
業
収
入
を
考
慮
し
て
一

i
二
町
歩
の
農
家
が
畑
を
山

林
に
転
換
し
て
い
っ
た
影
響
が
大
き
い
。
こ
の
現
象
は
、
西
部

た
し
ろ

の
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
の
中
心
地
図
代
部
落
な
ど
と
比
較
し
て
、

は
っ
き
り
農
業
形
態
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る。
尚
、
本
地
域
で
生
産
さ
れ
る
土
地
利
用
の
内
容
を
示
す
も
の

と
し
て
、
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
の
「
物
産
取
調
書
上
帳
」
告
)

に
は
、
米
穀
類
と
し
て
「
玄
米
・
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
・
小
豆

-
粟
・
稗
・
黍
・
萄
黍
・
玉
萄
黍
・
燕
麦
・
陰
元
豆
」
、

園
競

類
と
し
て
「
購
萄
・
胡
羅
葡
・
蕪
脊
・
胡
瓜
・
午
努
・
葱
・
馬

鈴
薯
・
桑
苗
」
、

肥
料
及
び
飼
料
・
燃
料
関
係
で
は
「
烏
尿
・
青
草
・
乾
草
・
薪

-
桑
デ
・
霞
・
麗
柔
」
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と
記
し
て
あ
る
。
そ
の
他
煙
車
も
作
ら
れ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
如
く
、
多
角
的
経
営
に
よ
る
集
約
化
が
著
し

い
の
で
あ
る
。

尚
、
肥
料
及
び
飼
料
の
青
草
・
乾
草
は
、
株
場
の
採
草
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

鎌
原
の
稼
場
に
つ
い
て
は
、
前
掲
文
久
元
年
の
明
細
書
取
調
帳
よ
り
み
れ
ば
、

一
、
株
場
板
橋
原
・
手
び
津
・
ほ
そ
な
ぎ
・
新
林
続
キ
村
方
バ
カ
リ
ニ
テ
カ
リ
取
り
申
候

一
、
薪
取
場
ハ
リ
ノ
木
立
・
大
か
い
じ
こ
・
か
つ
ら
井
戸
・
大
り
ょ
う
じ

右
の
外
狩
宿
山
エ
入
会
薪
稼
前
々
ヨ
リ
取
来
リ
申
候

と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
広
範
囲
に
わ
た
る
地
域
に
入
会
地
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
か
く
の
如
く
、
鎌
原
集
落
は

地
味
の
痩
せ
た
火
山
性
砂
諜
土
に
よ
る
畑
作
を
主
と
し
た
農
業
経
営
の
た
め
生
活
の
安
定
化
を
計
ろ
う
と
し
て
、
副
業
と
し
て
主
に
駄
賃

稼
ぎ
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
肥
料
・
飼
料
・
燃
料
等
の
重
要
物
は
六
里
ガ
原
を
中
心
と
す
る
山
林
原
野
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
地
域
が
戸
数
・
人
口
に
お
い
て
長
年
月
に
わ
た
っ
て
著
し
い
変
化
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、

か
か
る
農
業
経
営
を
主
と
す
る
山
村

の
農
業
集
落
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
地
域
に
お
い
て
交
通
集
落
の
特
性
を
考
察
す
る
場
合
は
、
農
業
集
落
の
特
性
を
第
一
義
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
放
、
現
在
も
純
然
た
る
農
業
集
落
の
特
色
を
具
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
、
地
割
形
態
の
考
察

鎌
原
の
集
落
形
態
は
計
画
的
開
拓
集
落
と
し
て
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
集
落
の
設
定
に
際

L
て
は
天
明
三
年
の
噴
火

後
、
大
戸
通
り
の
街
道
沿
い
、
そ
の
両
側
に
街
道
と
直
交
す
る
短
冊
型
の
土
地
割
が
施
さ
れ
、
路
村
を
な
す
列
状
村
落
が
形
成
さ
れ
た
の
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第3図 鎌原の土地害~ (実地調査により著者作成)
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で
あ
る
(
第
3
図
参
照
)
。

鎌
原
の
土
地
割
図
(
第
3
図
)
は
昭
和
三
十
一
年
に
筆
者
が
六
百
分
の
一
の
地
籍
図
を
も
と
に
、

一
筆
毎
に
現
地
に
立
っ
て
実
地
調
査

を
し
た
結
果
で
あ
る
。

屋
敷
の
位
置
は
直
線
状
の
道
路
や
街
路
の
中
央
を
貫
流
す
る
用
水
路
に
接
し
て
並
列
し
て
い
る
。
屋
敷
の
背
後
は
短
冊
型
の
畑
地
が
連

続
し
て
い
る
。
更
に
そ
の
先
端
は
一
部
に
山
林
が
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
武
蔵
野
(
曹
の
新
田
集
落
の
形
態
と
そ
の
軌
を
一
に
し
て
い
る

も
の
と
言
え
よ
う
。

天
明
三
年
以
後
の
開
拓
当
初
一
戸
当
り
の
各
屋
敷
の
幅
は
一
定
し
、

村
木
博
士
(
坦
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
、

鎌
原
氏
の
問
ロ
が

聞
な
の
を
除
け
ば
、
何
れ
も
道
路
に
面
し
て
間
口
一

O
問
で
あ
る
。
宅
地
面
積
も
二
畝
七
歩
に
一
定
し
て
い
た
。
現
在
も
地
割
図
に
み
ら

れ
る
如
く
、
間
口
一

O
聞
の
屋
敷
割
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
災
害
後
の
均
分
化
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
一

お
に
お
し
だ
し

定
の
区
画
が
な
さ
れ
た
理
由
は
、
本
地
域
が
厚
い
砂
磯
層
の
た
め
、
地
下
水
採
取
が
困
難
な
関
係
上
、
鎌
原
用
水
と
称
す
る
鬼
押
出
溶
岩

の
末
端
湧
水
を
引
い
た
用
水
に
鎌
原
住
民
は
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
制
約
と
、
地
味
の
良
く
な
い
鎌
原
泥
流
地
域
を
居
住
地
に

あ
て
、
災
害
後
一
致
し
た
「
村
造
り
」
の
心
理
的
な
表
わ
れ
が
、
こ
の
よ
う
な
均
分
化
し
た
区
画
と
な
っ
て
集
団
的
に
居
住
し
た
も
の
と

言
え
よ
う
。

尚
、
鎌
原
の
中
心
集
落
に
接
し
て
い
る
北
西
の
横
町
地
域
及
び
南
東
の
古
屋
敷
地
域
は
不
規
則
な
土
地
割
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
両
地
域
は
幕
末
か
ら
明
治
に
な
っ
て
開
け
た
地
域
で
あ
り
、
短
冊
型
を
な
す
中
心
地
域
よ
り
ず
っ
と
遅
れ
て
付
随
的
に
発
達
し
た
集
落

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
鎌
原
の
中
心
地
域
よ
り
分
家
し
た
者
が
主
で
、
自
然
発
生
的
集
落
で
あ
る
。

鎌
原
集
落
の
北
の
道
路
の
東
側
に
は
規
則
正
し
い
短
冊
型
を
な
す
水
田
の
地
割
が
み
ら
れ
る
。
道
路
の
西
側
に
は
不
規
則
な
水
田
の
地
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鎌原村の貞享3年における屋敷の関口

と奥行との関係

第7表
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鎌原村の貞享3年

における屋敷面積

と筆数との関係

屋敷面積 |筆数

O~ 1畝 O筆

1~ 2 。
2~ 3 2 

3~ 4 10 

4~ 5 21 

5~ 6 16 

6~ 7 8 

7~ 8 5 

8~ 9 

9~1O 

1反以上 3 

第6表

番 屋敷の長さ

号間口|奥行
屋敷面積 所有者

1 28間 6間

2 5間半 2711 4112811 弥五助

3 26間 511 4111011 長大夫

4 611 2611 5" 611 七郎右衛門

5 3211 5間半 5112611 金右衛門

6 1011 15間 5" 藤右衛門

7 911 1311 3"27" 六兵衛

8 4間半 1711 2"16" 伝十郎

9 5間 14グ 2111011 孫左衛門

10 9" 2411 7グ 6グ 市郎兵衛

11 49間半 43間半 3反 2畝 鎌原織部

割
形
態
が
認
め
ら
れ
る
。
畑
地
の
背
後
の
山
林
は
一
般
に
不
規
則
な
形
態
を

示
し
て
い
る
。

か
く
の
如
く
、
鎌
原
の
中
心
集
落
の
整
然
た
る
短
冊
型
の
土
地
割
は
、
自

然
発
生
的
集
落
の
不
規
則
な
地
割
形
態
と
著
し
い
対
照
を
示
し
、
計
画
的
開

拓
集
落
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

天
明
三
年
以
前
の
鎌
原
は
如
何
な
る
屋
敷
割
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
前
掲
「
貞
享
三
年
の
検
地
帳
」
に
よ
っ
て
み
る
と
、
屋
敷

面
積
の
規
模
は
第
6
表
の
如
く
で
、

一
筆
あ
た
り
屋
敷
面
積
が
三
畝
か

ら
七
畝
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

如
く
、
天
明
三
年
以
前
の
宅
地
面
積
は
一
定
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
検
地
帳
に
よ
り
屋
敷
の
間
口
と
奥
行
の
長
さ
を
み
る
と
第
7
表
の
如

検地帳より抜粋

く
で
あ
る
。

」
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
天
明
三
年
以
後
の
屋
敷
の
幅
は
一
定
な
の

に
対
し
、
天
明
三
年
以
前
は
不
規
則
で
あ
っ
た
事
が
明
瞭
で
あ
る
。
即

ち
、
天
明
三
年
以
前
は
屋
敷
面
積
も
、
屋
敷
の
間
口
・
奥
行
の
長
さ
も

(注)

不
規
則
で
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

最
大
の
宅
地
面
積
を
も
っ
者
は
三

O
間
と
三
二
聞
の
三
反
二
畝
で
、



292 

鎌原村の屋敷面積の変化る。
F責

4町 6反 5畝 9歩

1 5 

275  

4 

17 

22 

最
小
の
面
積
は
五
間
と
一
四
聞
の
二
畝
一

O
歩
を
有
す
る
者
で
あ
っ
た
。
か
か
る
意
味
よ
り
考
察
す
れ
ば
、

面敷屋年

1686年

1845 

1877 

1956 

天
明
三
年
以
前
の
土
地
割
は
不
規
則
な
形
態
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
自
然
発
生
的
集
落
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
故
、
集
落
形
態
及
び
家
屋
配
置
に
お
い
て
も
、
現
在
み
ら
れ
る
が
如
き
規
則
的
な
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
こ
こ
に
鎌
原
は
天
明
三
年
を
契
機
と
し
て
自
然
発
生
的
集
落
と
計
画
的
開
拓
集
落

の
明
瞭
な
区
別
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
8
表
は
天
明
三
年
以
前
と
以
後
(
噴
火
後
)
の
屋
敷
面
積
の
比
較
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
以

後
に
な
っ
て
急
激
に
屋
敷
面
積
の
増
加
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
か
か
る
点
よ
り
み
れ
ば
、
藩
政
期
に
お

い
て
は
著
し
い
集
落
発
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
天
明
年
間
以
前
の
集
落
規
模
が
如
何
に
大
き
か

っ
た
か
が
現
在
の
屋
敷
面
積
と
比
較
し
て
推
察
で
き
よ
う
。

屋
敷
面
積
よ
り
み
た
集
落
発
展
過
程
は
人
口
・
家
数
の
変
化
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
鎌
原
の
集
落
構
成
の
特
質
は
短
冊
型
の
土
地
割
を
基
礎
に
し
て
路
村
を
形
成
し
た
の
で
あ

七
、
地
下
水
・
用
水
路
及
び
交
通
路
よ
り
み
た
集
落
立
地
と
の
関
係

集
落
立
地
に
あ
た
っ
て
は
飲
料
水
及
び
交
通
路
が
重
大
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
面
の
調
査
を
試
み
た
。

暦西号年
総
戸
数
一
五
二
軒
の
地
下
水
調
査
(
昭
和
三
十
一
年
)
を
し
た
と
こ
ろ
、
井
戸
数
は
一
六
井
で
そ
の
分
布
状
態
は
第
4
図
の
如
く
で
あ

る
。
殆
ん
ど
下
流
の
北
半
分
の
地
域
に
偏
在
し
て
い
る
。
即
ち
、
鎌
原
の
中
心
部
に
は
僅
か
七
井
し
か
分
布
せ
ず
、
残
り
九
井
は
下
流
の
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第g表

横
町
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
井
戸
は
実
測
の
結
果
第
9
表

の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
地
下
水
面
深
度
は
非
常
に

浅
く
、
二
メ
ー
ト
ル
内
外
が
大
部
分
で
あ
る
。
井
底
深
度
も

メ
ー
ト
ル
内
外
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
浅

井
地
帯
で
あ
る
か
ら
水
を
得
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な

い
わ
け
で
あ
る
が
、
何
故
僅
か
二
ハ
井
し
か
存
在
し
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
地
下
水
層
よ
り
得
ら
れ
る
水
で
な
い

た
め
で
あ
る
。
即
ち
、
井
戸
は
道
路
を
貫
通
す
る
用
水
路
に

沿
っ
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
、
用
水

路
の
「
差
し
水
」
な
の
で
あ
る
。
用
水
路
か
ら
速
く
離
れ
る

で
あ
る
。

と
一

O
l
メ
ト
ル
以
上
堀
つ
で
も
地
下
水
が
得
ら
れ
な
い
の

村
木
博
士

a〉
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
本
地
域
で
は
天
明
三
年
噴
出
の
鎌
原
泥
流
に
よ
っ
て
被
覆
さ
れ
る
土
壌
を
「
オ
シ
バ
」

ま
た
は
「
ア
サ
マ
オ
シ
」
と
称
し
、
そ
れ
以
前
の
噴
出
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
土
壌
を
「
ノ
ボ
ウ
」
ま
た
は
「
無
難
地
」
と
言
っ
て
い

る
。
地
下
水
層
に
達
す
る
の
は
こ
の
「
ノ
ボ
ウ
」
よ
り
相
当
深
く
堀
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
地
域
の
井
戸
水
ん
は
「
ノ
ボ

ウ
」
の
位
置
よ
り
深
く
堀
っ
て
も
そ
れ
は
完
全
な
る
地
下
水
層
よ
り
得
ら
れ
る
水
で
は
な
く
、
用
水
路
の
差
し
水
に
よ
る
の
で
あ
る
。
か

く
の
如
き
理
由
に
よ
り
、
横
町
の
下
流
地
帯
に
井
戸
分
布
が
著
し
い
の
は
、

れ
ば
と
い
う
衛
生
的
考
慮
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
の
上
流
地
帯
に
井
戸
が
全
く
分
布
し
な
い
の
は
下
流
よ
り
も
清
測
な

た
と
え
用
水
路
の
差
し
水
で
も
地
下
で
少
し
で
も
漉
過
で
き



用
水
が
得
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
本
地
域
の
地
下
水
の
水
深
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
が
井
戸
数
の
少
な
い
結
果
と
な
り
、
そ
の
た
め
大
部

分
の
家
が
用
水
路
を
飲
料
水
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

尚
、
井
戸
使
用
の
規
模
に
つ
い
て
は
本
地
域
に
も
共
向
井
戸
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

一
世
帯
の
使
用
井
戸
は
九
井
、
二
世
帯

の
使
用
井
戸
は
一
井
、
三
世
帯
の
使
用
井
戸
一
井
、
四
世
帯
の
使
用
井
戸
二
井
、
五
世
帯
の
使
用
井
戸
二
井
、
六
世
帯
の
使
用
井
戸
一
井

と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
共
同
井
戸
の
存
在
は
地
下
水
の
重
要
性
を
如
実
に
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
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次
に
用
水
路
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
街
道
の
中
央
を
貫
流
す
る
用
水
路
は
「
鎌
原
用
水
」
と
呼
び
、
集
落
設
定
の
当
初
、
前
述
の
如

く
鬼
押
出
溶
岩
の
末
端
湧
水
を
引
い
た
も
の
で
、
用
水
路
は
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
に
簡
易
水
道
に
変
わ
る
ま
で
道
路
の
中
央

を
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
現
在
は
道
路
の
真
中
の
用
水
路
は
無
く
な
っ
た
が
、
簡
易
水
道
に
よ
る
飲
料
水
も
昔
と
変
わ
ら
ず

鎌
原
用
水
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
飲
料
水
を
井
戸
に
求
め
て
い
た
家
は
一
五
二
軒
中
四
一
軒
(
二
七
%
〉
で
、
川
の
水
を
欽

料
水
と
し
た
家
は
一
一
一
軒
(
七
一
二
%
〉
の
多
く
を
数
え
て
い
た
。
な
お
、
前
述
の
如
く
井
戸
利
用
の
家
も
用
水
路
無
く
し
て
は
存
在
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
之
水
性
の
た
め
、
本
来
の
地
下
水
採
取
が
困
難
な
本
地
域
に
お
い
て
は
、
用
水
路
は
重
要
な
意
義
を
持
ち
、
飲
料
水
を
こ

の
用
水
に
求
め
た
た
め
に
集
落
の
形
態
は
用
水
路
の
分
布
に
支
配
さ
れ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
列
状
村
落
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
こ
の
鎌
原
用
水
は
、
鎌
原
集
落
の
動
脈
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
用
水
は
、
飲
料
水
だ
け
で
な
く
、

そ
の
残
水
を
も
っ
て
集
落
北
部
の
水
田
を
経
営
し
、
濯
翫
用
水
と
し
て
の
機
能
を
現
在
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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交
通
路
と
集
落
立
地
と
の
関
係
を
み
る
と
、
集
落
の
設
定
は
既
存
の
大
戸
通
り
の
道
路
を
利
用
し
た
も
の
で
、
そ
の
両
側
に
宅
地
が
並

列
し
て
列
状
村
落
を
形
成
し
て
い
る
。
鎌
原
集
落
が
ど
の
程
度
道
路
に
依
存
し
て
い
る
か
を
知
る
た
め
第
4
図
に
示
す
如
く
、
各
屋
敷
の
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家
屋
配
置
の
方
向
を
調
査
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
総
家
数
一
五
二
軒
の
う
ち
、
南
向
き
の
母
屋
が
圧
倒
的
に
多
く
、

一
O
三
軒
(
六
七

-
七
%
〉
を
占
め
、
東
南
向
き
が
コ
二
軒
(
二

0
・
五
%
〉
で
、
東
向
き
が
一
七
軒
(
一
一
・
二
%
〉
西
向
き
が
一
軒

(
0
・
六
%
〉
を

占
め
て
い
る
。
鎌
原
の
中
央
部
の
道
路
に
面
す
る
家
は
、
殆
ん
ど
道
路
と
無
関
係
の
南
向
き
で
、
前
庭
を
広
く
と
っ
て
い
る
も
の
が
多

ぃ
。
北
西
の
横
町
及
び
南
東
の
古
屋
敷
に
伸
び
た
家
屋
も
母
屋
の
大
部
分
は
、
南
向
き
ま
た
は
南
東
向
き
で
、
道
路
と
無
関
係
の
家
屋
配

置
で
あ
る
。
鎌
原
の
中
央
部
で
街
道
に
向
い
て
い
る
東
向
き
の
家
が
数
軒
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
は
、

か
つ
て
問
屋
の
機
能
を
有
し
て

荷
物
運
搬
の
集
散
を
行
い
、
旅
館
な
ど
も
営
ん
だ
家
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
全
般
的
に
み
る
と
、
以
上
の
如
く
大
部
分
道

路
と
無
関
係
の
家
屋
配
置
で
あ
る
こ
と
は
、
本
地
域
が
農
業
集
落
と
し
て
形
成
さ
れ
、
直
接
道
路
へ
の
依
存
度
の
少
な
い
こ
と
を
示
す
も

の
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
故
、
本
地
域
は
集
落
形
態
よ
り
み
れ
ば
、
路
村
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鎌
原
集
落
が
列
状
村
落
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
原
因
は
、
道
路
へ
の
依
存
度
よ
り
は
む
し
ろ
、
道
路
に
沿
っ
て
開
撃
さ

れ
た
用
水
路
へ
の
依
存
の
方
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
一
方
、
土
地
割
の
均
分
化
や
、
共
同
作
業
の
必
要
性
な
ど
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
地
域
の
如
き
之
水
性
地
域
に
お
い

て
家
屋
が
分
散
す
る
こ
と
は
、
引
水
の
上
か
ら
も
、
ま
た
水
利
上
及
び
管
理
上
、
不
利
不
便
で
あ
る
。
な
お
、
交
通
上
不
利
不
便
の
理
由

も
あ
ろ
う
。
か
か
る
上
か
ら
み
て
も
、
列
状
村
落
形
成
の
最
大
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
用
水
路
へ
の
依
存
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

7 
Q 。

八
、
集
落
の
平
面
的
形
態

鎌
原
集
落
の
平
面
形
態
の
特
質
と
し
て
最
も
著
し
い
点
は
、
規
則
正
し
い
列
状
村
落
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の



如
く
土
地
割
の
均
分
化
及
び
用
水
路
へ
の
依
存
と
い
う
こ
と
に
最
も
関
係
し
て
い
る
が
、
何
故
南
北
方
向
に
列
状
村
落
を
形
成
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
地
形
上
よ
り
考
察
す
る
と
、
現
在
の
鎌
原
集
落
の
す
ぐ
南
は
急
傾
斜
に
な
っ
て
山
が
存
在
し
、
北
は
下
降

し
な
が
ら
ゆ
る
や
か
な
平
地
に
な
っ
て
い
る
。
西
側
は
前
述
の
如
く
小
高
い
丘
で
あ
り
、
東
は
平
地
と
な
っ
て
い
る
。

か
か
る
点
よ
り
み
れ
ば
、
鬼
押
出
溶
岩
の
未
端
湧
泉
を
引
水
と
し
て
通
す
に
は
、
南
北
方
向
に
用
水
路
を
設
置
す
る
こ
と
が
地
形
上
よ

り
み
て
制
約
を
受
け
ず
、
最
も
適
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
用
水
路
を
南
北
に
直
線
上
に
設
置
し
た
た
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
南
北

浅間火山北麓における鎌原村の歴史地理学的研究

に
狭
長
な
列
状
村
落
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鎌
原
の
中
心
地
帯
よ
り
北
西
の
横
町
に
集
落
が
連
続
し
て
発
達
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
域
が
鎌
原
用
水
を
そ
の
ま
ま
引
水
し
て
来
る

の
に
適
し
た
平
地
地
帯
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
鎌
原
の
中
心
集
落
よ
り
連
続
し
て
南
東
方
向
の
「
古
屋
敷
」
に
集
落
が
発
達
し

た
の
も
、
用
水
の
引
水
に
便
利
な
低
平
な
土
地
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
鎌
原
集
落
が
南
方
向
に
発
展
し
な
い
の
は
、
こ
の
よ

う
な
山
の
存
在
に
よ
る
地
形
上
の
制
約
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
横
町
地
帯
は
全
く
不
規
則
な
塊
村
形
態
で
あ
る
が
、
古
屋
敷
は
や
や
路
村
的

な
形
態
を
一
示
す
場
所
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
鎌
原
の
中
心
地
帯
の
如
き
も
の
で
は
な
い
。

か
く
の
如
く
、
鎌
原
の
中
心
地
帯
は
集
落
構
成
の
特
性
よ
り
み
て
も
「
開
拓
路
村
」
と
し
て
の
特
色
を
持
ち
、
規
則
正
し
い
列
状
村
落

を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
叩
表
は
本
地
域
の
全
家
屋
の
野
外
調
査
の
結
果
、
民
家
の
主
体
を
な
す
母
屋
の
建
坪
の
規
模
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
昭
和
三
十
一
年
に
お
い
て
は
、
母
屋
の
建
坪
は
殆
ん
ど
四

O
坪
以
下
に
集
中
し
て
い
る
。
四

O
坪
以
上
は
僅
か
二
軒
に
過
ぎ
な
い
。
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特
に
一

O
坪
か
ら
二

O
坪
が
多
い
こ
と
は
、
赤
城
山
南
斜
面
富
)
の
村
落
と
軌
を
一
に
し
、
零
細
化
さ
れ
た
裾
野
の
集
落
機
構
の
特
質
と
言

え
よ
う
。
そ
の
後
の
昭
和
五
十
一
年
調
査
に
お
い
て
は
、
新
築
・
改
築
な
ど
に
よ
り
、
四

O
坪
以
上
の
家
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
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t也土田

水

路

た
。
尚
、
母
屋
の
横
の
屋
敷
内
に
は
莱
園
を
有
し
て
い

鎌原集落の土地寄!と屋敷利用との関係(著者原図)

る
家
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
母
屋
の
南
ま
た
は
側
面
を

ほ
し
ぼ

庭
に
し
て
作
業
場
或
は
干
場
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

母
屋
の
側
面
に
は
作
業
家
屋
ま
た
は
物
置
小
屋
が
多
く

存
す
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
地
域
は
浅
間
山

麓
酪
農
一
指
定
地
域
と
し
て
発
足
し
、
多
く
の
乳
牛
が
λ

り
、
各
農
家
の
母
屋
の
前
に
は
大
き
な
サ
イ
ロ
が
造
ら

れ
で
い
る
の
が
み
ら
れ
、
今
後
の
酪
農
地
域
と
し
て
の

特
色
を
一
示
し
つ
つ
あ
る
(
第
5
図)。

一
般
に
集
落
を
構
成
す
る
基
本
的
要
素
は
家
屋
で
あ

る
が
、
そ
の
平
面
的
形
態
を
考
察
し
て
み
る
と
、
鎌
原

に
お
い
て
は
第
6
図
の
間
取
り
が
旧
態
を
示
す
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
に
示
す
如
く
、
殆
ん
ど
の
農

第5図

一
家
が
馬
屋
を
母
屋
に
設
け
て
い
た
の
が
認
め
ら
れ
、
本

地
域
の
冬
の
厳
寒
を
避
け
る
た
め
の
意
図
が
み
ら
れ

る
。
馬
屋
が
母
屋
に
四
カ
所
存
在
し
て
い
た
家
や
、
特

に
二
カ
所
設
け
た
家
が
多
く
認
め
ら
れ
る
の
は
、
本
地
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λ、口

一般農家の間取り(著者原図)

入
口

第B図

旅館(問屋を兼ねるJの間寂り(著者原図)

域
、
が
か
つ
て
盛
ん
に
駄
賃
稼
ぎ
を
お
こ
な
っ
た

つ
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
土
聞
を
広
く
取

っ
て
い
る
の
は
、
冬
の
雪
や
厳
寒
に
よ
り
屋
外
活

動
が
制
約
さ
れ
る
の
で
、
冬
の
作
業
を
屋
内
で
行

う
た
め
で
あ
る
。
板
張
り
の
中
に
「
イ
ロ
リ
」
が

一
存
在
し
て
い
た
の
も
山
村
と
し
て
の
特
色
を
示
し

い
る
。か
く
の
如
く
、
全
体
と
し
て
床
の
張
つ
で
あ
る

部
分
は
お
お
む
ね
十
字
形
に
区
切
ら
れ
、
土
聞
を

広
く
取
っ
て
い
る
の
も
農
家
の
基
本
形
態
と
一
致

第7図

し
、
か
っ
、
旧
イ
ロ
リ
・
旧
馬
屋
が
み
ら
れ
る
ζ

方
の
一
特
色
と
言
え
よ
う
。

慮
し
た
山
村
家
壁
と
し
て
の
特
色
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
尚
、
「
床
の
間
L

を
横
に
突
き
出
し
て
造
っ
て
あ
る
の
も
本
地

と
か
ら
、
本
地
域
の
気
候
や
か
つ
て
の
生
業
を
考

ま
た
、
第
7
図
の
如
く
、
往
時
の
旅
館
及
び
問
屋
の
旧
態
を
今
な
お
留
め
て
い
る
間
取
り
が
認
め
ら
れ
、
家
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な

一
般
に
道
路
に
無
関
係
に
南
面
し
、
平
入
り
の
家
が
多
い
が
、
か
つ
て
問
屋
や
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っ
た
特
色
あ
る
間
取
り
の
形
態
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

旅
館
を
営
ん
だ
家
は
、
道
路
に
向
い
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
尚
、
養
蚕
を
考
慮
し
た
蚕
室
兼
用
の
間
取
り
が
多
い
の
も
一
一
特
質
と
言
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総 計-

和“口 152軒

十
3.3%1 32.9%1 49.3%1 11.2%1 一 100% 

年

昭和 213軒
五
十
8.9%1 76.5%1 94%i 一 100% 

年

他のそ
置
根日~I町長引吋吋雇

え
よ
う
。

九
、
集
落
の
立
体
的
形
態

家
屋
の
立
体
的
景
観
と
し
て
は
以
前
よ
り
し
ば
し
ば
火
災
が
あ
り
、
局
部
的
で
は
あ
る
が

幾
度
か
改
造
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
今
尚
、
問
屋
・
旅
館
等
そ
の
他
旧
態
を
存
し
て
い
る

家
が
認
め
ら
れ
る
。

集
落
構
成
の
基
本
的
性
格
を
よ
く
示
す
も
の
は
、
民
家
の
屋
根
の
形
態
と
構
造
及
び
屋
根

材
料
等
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
か
ら
野
外
調
査
に
よ
り
第
U
表
を
得
た
。
こ
れ
に
み
る
如
く

昭
和
三
十
一
年
に
お
い
て
は
草
葺
の
屋
根
が
圧
倒
的
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
横
町
及
び
古
屋
敷
の
自
然
発
生
的
集
落
に
多
く
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
街
道
が

貫
通
す
る
中
心
集
落
に
は
ト
タ
ン
葺
の
家
屋
が
圧
倒
的
に
多
く
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
分
布
状
態
は
全
く
榛
名
山
東
南
麓
ハ
哲
の
分
布
状
態
と
そ
の
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

か
よ
う
に
街
道
に
面
し
て
ト
タ
ン
屋
根
が
多
い
の
は
、
前
述
の
如
く
、
過
去
に
お
い
て
火

災
に
遭
っ
た
た
め
と
、
家
屋
そ
の
も
の
が
密
集
し
て
い
る
た
め
防
火
施
設
の
一
つ
の
表
わ
れ

と
も
み
ら
れ
る
。
尚
、
草
葺
屋
根
の
殆
ん
ど
は
農
家
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

本
地
域
に
も
関
東
北
西
部
の
一
特
色
と
し
て
の
石
置
屋
根
の
分
布
が
み
ら
れ
た
。
こ
こ
に

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
総
家
数
一
五
二
軒
中
、
瓦
葺
屋
根
は
僅
か
五
軒
し
か
存
在
し
な
い
と



い
う
こ
と
で
あ
る
。
瓦
葺
屋
根
の
分
布
は
高
崎
・
前
橋
を
中
心
と
す
る
平
地
の
集
落
に
お
い
て
は
も
っ
と
数
多
く
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る

が
、
本
地
域
に
お
い
て
極
度
に
少
な
い
の
は
、
本
地
域
が
平
地
の
瓦
の
生
産
地
か
ら
遠
距
離
に
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
茅

を
利
用
し
た
草
葺
や
板
葺
屋
根
の
多
く
存
在
し
た
こ
と
は
、
本
地
域
の
自
然
条
件
を
巧
み
に
利
用
し
た
表
わ
れ
で
あ
り
、
本
地
域
の
自
然

環
境
に
適
合
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
草
屋
根
の
材
料
と
し
て
の
茅
は
、
主
に
六
里
ガ
原
を
中
心
と
す
る
入
会
地
や
そ
の
他
の
原
野
か
ら

刈
り
取
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
後
、
昭
和
五
十
一
年
に
な
る
と
、
石
置
屋
根
の
家
は
皆
無
と
な
り
、
草
葺
の
家
屋
も
減
少
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

ト

タ
ン
葺
(
長
尺
鉄
板
の
桟
葺
も
含
む
〉
が
急
増
し
て
い
る
。
瓦
葺
も
若
干
増
加
し
て
い
る
。

屋
根
の
型
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
三
十
一
年
に
お
い
て
は
切
妻
の
七
五
軒
(
四
九
・
三
万
)
、
寄
棟
六
五
軒
(
四
・
一
二
%
¥
入
母
屋

二
軒
(
一
%
)
、

カ
ブ
ト
造
り
七
軒
(
六
%
)
、
突
き
上
げ
窓
二
軒

(
0
・
七
%
)
で
あ
る
。

即
ち
、
本
地
域
に
お
い
て
は
、
切
妻
・
寄
棟
の
分
布
が
圧
倒
的
に
多
い
。
切
妻
は
主
と
し
て
ト
タ
ン
葺
・
板
葺
で
、
寄
棟
は
草
芽
に
多

く
み
ら
れ
る
形
態
で
あ
る
。
榛
名
山
東
南
麓
(
曹
の
民
家
が
大
部
分
寄
棟
で
あ
る
の
に
対
し
て
本
地
域
は
切
妻
が
多
い
こ
と
も
対
照
と
言

え
よ
う
。
特
に
勾
配
の
急
な
二
階
建
寄
棟
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、
平
地
と
全
く
そ
の
特
色
を
異
に
し
て
い
る
。
寄
棟
の
棟
木
を
腐
ら
せ

な
い
た
め
に
、
棟
の
上
に
草
を
生
や
し
て
お
く
の
も
本
地
域
の
一
景
観
で
あ
る
。

養
蚕
及
び
本
地
域
の
気
候
を
考
慮
し
た
家
と
し
て
は
カ
ブ
ト
造
り
の
家
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
造
り
は
寄
棟
の
正
面
の
屋
根
を
切
り

落
す
型
で
は
な
く
、
屋
根
を
対
角
線
状
に
切
り
落
し
た
形
態
の
カ
ブ
ト
造
り
で
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
尚
、
「
突
き
上
げ
窓
」
の
家
も
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一
軒
み
ら
れ
る
。
屋
根
に
気
抜
き
の
あ
る
家
が
存
在
す
る
の
も
、
二
階
の
壁
を
破
っ
て
通
風
・
採
光
を
得
ょ
う
と
し
て
い
る
の
も
養
蚕
を

考
慮
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
二
階
を
養
蚕
の
た
め
に
最
大
限
に
利
用
す
る
意
図
か
ら
「
出
し
桁
造
り
」
の
家
が
見
ら
れ
る
の
は
、
古
向
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崎
・
前
橋
・
桐
生
を
中
心
と
す
る
養
蚕
地
帯
の
家
屋
形
態
と
そ
の
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

現
在
も
切
妻
と
寄
棟
が
圧
倒
的
に
多
い
。

果
、
さ
を
防
ぐ
た
め
北
側
の
屋
根
を
低
く
た
れ
さ
せ
て
あ
る
の
も
本
地
域
の
特
色
と
言
え
よ
う
。
尚
、
壁
の
骨
組
に
竹
や
篠
を
使
わ
ず
、

「
漆
の
木
」
を
使
っ
て
い
る
の
は
壁
を
丈
夫
に
し
て
寒
さ
を
よ
り
よ
く
防
ご
う
と
す
る
表
わ
れ
で
あ
る
。
数
軒
土
蔵
造
り
の
家
が
み
ら
れ

る
の
も
寒
さ
を
考
慮
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
寒
さ
を
考
慮
し
た
家
屋
構
造
は
、
大
笹
宿
や
干
俣
部
落
に
お
い
て
も
多
く
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
屋
根
の
形
態
は
本
地
域
が
一
応
養
蚕
地
域
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
と
共
に
自
然
環
境
に
密
接
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

集
落
構
成
の
一
特
質
と
な
っ
て
い
る
。

尚
、
付
属
建
物
の
倉
も
本
地
域
特
有
の
性
格
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
集
落
構
成
の
一
要
素
た
る
屋
敷
林
に
つ
い
て
み
る
と
、
庭
園
及
び
垣
根
の
樹
木
は
存
在
す
る
が
、
防
風
林
の
機
能
を
有
す
る
が

如
き
も
の
で
は
無
く
、
屋
敷
林
の
分
布
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
地
域
が
山
間
部
で
あ
る
た
め
、
関
東
平
野
に
み
ら

れ
る
が
如
き
北
西
風
の
影
響
を
直
接
受
け
な
い
た
め
で
あ
る
。

一O
、
ま
と
め

か
ん
ぽ
ら

鎌
原
は
浅
間
火
山
北
斜
面
に
位
置
し
、
天
明
三
年
(
一
七
八
六
)
後
、
噴
火
の
災
害
に
よ
る
開
拓
集
落
と
し
て
成
立
し
、
こ
れ
が
本

地
域
の
集
落
景
観
形
成
の
最
大
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

天
明
三
年
以
後
の
集
落
発
達
の
状
態
は
、
人
口
・
戸
数
及
び
屋
敷
面
積
に
み
ら
れ
る
如
く
著
し
い
膨
張
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
集
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ふ

る

や

し

き

ょ

こ

ま

ち

落
景
観
に
も
大
き
な
変
化
を
招
来
せ
し
め
な
か
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
や
や
増
加
し
た
が
、
そ
れ
は
古
畳
敷
及
び
横
町
地
帯
の
発
達
で

あ
る
。鎌
原
は
農
業
集
落
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
な
お
、
大
笹
よ
り
高
崎
へ
の
街
道
(
大
戸
通
り
)
及
び
、
沓
掛
よ
り
草
津
・
上
田

方
面
の
両
街
道
の
交
通
集
落
と
し
て
の
要
素
も
備
え
て
い
た
。
本
地
域
は
浅
間
山
噴
火
に
よ
る
火
山
性
砂
喋
土
壌
の
た
め
、
生
産
力
が

低
く
、
農
閑
期
の
運
搬
業
た
る
駄
賃
稼
ぎ
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
農
家
の
重
要
な
生
計
の
助
け
と
な
っ
て
い
た
。

四

天
明
三
年
以
後
の
鎌
原
の
開
拓
は
耕
地
面
積
に
示
さ
れ
る
如
く
、
長
年
月
を
費
し
、
明
治
以
後
の
開
拓
に
著
し
い
増
加
が
認
め
ら
れ

る。

五

天
明
三
年
以
前
の
農
家
の
経
営
規
模
は
、
天
明
三
年
以
後
の
も
の
よ
り
小
規
模
の
零
細
農
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

-'-J、
開
拓
集
落
の
特
色
は
地
割
形
態
に
認
め
ら
れ
、
道
路
及
び
用
水
路
に
対
し
て
直
角
に
規
則
正
し
い
短
冊
型
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
計

面
的
設
定
村
落
と
し
て
の
表
わ
れ
で
も
あ
る
。

七

天
明
三
年
の
噴
火
以
前
に
お
け
る
屋
敷
の
間
口
の
長
さ
は
不
規
則
で
あ
っ
た
が
、
天
明
三
年
の
噴
火
後
は
道
路
に
面
し
て
鎌
原
氏
を

除
い
て
い
ず
れ
も
一

O
間
で
、
二
畝
七
歩
で
あ
る
。
こ
れ
は
災
害
に
対
す
る
土
地
均
分
化
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
用
水
路
へ
の
依
存
に
よ

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
天
明
三
年
以
前
は
自
然
発
生
的
村
落
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
天
明
三
年
以
後
は
計
画
的
設
定
村
落
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

;1. 

横
町
・
古
屋
敷
地
区
が
不
規
則
な
地
割
形
態
を
し
て
い
る
の
は
本
地
域
が
自
然
発
生
的
集
落
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
街
道
及
び
鎌
原

用
水
路
に
沿
う
規
則
的
な
地
割
形
態
の
中
心
集
落
と
著
し
い
対
照
を
示
し
て
い
る
。

九

鎌
原
が
列
状
村
落
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
土
地
の
均
分
化
と
共
に
道
路
の
中
央
に
開
撃
さ
れ
た
用
水
路
へ
の
依
存
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の
た
め
で
あ
る
。
実
に
、
用
水
路
は
之
水
位
地
域
で
あ
る
本
地
域
の
集
落
設
定
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
、
道
路
へ
の
依
存
は
む
し
ろ

「
副
的
」
な
観
を
呈
す
る
。
用
水
路
は
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
以
降
、

簡
易
水
道
に
変
え
ら
れ
た
た
め
、

道
路
の
中
央
に
は

無
く
な
っ
た
が
、
現
在
も
鎌
原
用
水
を
飲
料
水
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

O 

鎌
原
集
落
が
南
北
に
狭
長
な
列
状
村
落
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、
道
路
が
南
北
に
走
っ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
地
形
上
よ
り

み
て
用
水
を
南
北
に
引
水
す
る
の
に
適
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

鎌
原
の
家
の
向
き
が
道
路
に
無
関
係
に
南
ま
た
は
南
東
向
き
の
家
が
多
い
こ
と
は
、
村
落
構
成
よ
り
み
て
農
業
集
落
の
結
果
で
あ

る。

母
屋
の
建
坪
は
二

O
坪
以
下
の
家
が
多
く
、
零
細
化
さ
れ
た
裾
野
集
落
の
特
質
を
具
現
し
て
い
る
。
反
面
、
最
近
は
四

O
坪
以
上

の
規
模
を
も
っ
家
も
多
く
な
っ
た
。
集
落
の
構
成
要
素
た
る
母
屋
の
間
取
り
に
つ
い
て
も
旧
馬
屋
や
旧
イ
ロ
リ
の
存
在
、
土
間
の
面
積

等
に
よ
り
、
自
然
環
境
に
適
合
し
た
山
村
家
屋
と
し
て
の
特
色
を
有
し
て
い
る
。
尚
、
家
業
に
よ
り
、
そ
の
間
取
り
の
平
面
形
態
を
異

に
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

開
拓
集
落
と
し
て
の
立
体
的
形
態
は
し
ば
し
ば
火
災
が
あ
り
、

一
部
変
化
し
た
が
、
今
尚
、
旧
態
を
存
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ

る
。
特
に
、
鎌
原
は
草
葺
屋
根
及
び
板
葺
屋
根
が
ま
だ
存
在
し
、
山
村
集
落
の
特
色
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
鎌
原
の
中
心
集
落
に
ト

タ
ン
屋
根
が
多
く
分
布
す
る
の
は
防
火
施
設
の
表
わ
れ
で
あ
る
が
、

一
方
、
古
屋
敷
及
び
横
町
地
域
に
草
屋
根
の
分
布
が
卓
越
す
る
こ

と
か
ら
、
親
村
・
子
村
の
関
係
が
う
か
が
れ
わ
る
。
ま
た
、
切
喜
一
立
が
鎌
原
の
中
心
集
落
に
多
く
、
寄
棟
が
古
屋
敷
及
び
横
町
に
卓
越

し
、
こ
れ
は
ト
タ
ン
の
分
布
と
草
屋
根
の
分
布
に
一
致
す
る
。

尚
、
家
屋
構
造
に
は
本
地
域
の
気
候
並
び
に
養
蚕
を
考
慮
し
た
家
が
認
め
ら
れ
、
集
落
構
成
の
一
r

要
素
と
な
っ
て
い
る
。
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付
記
研
究
資
料
は
、
主
と
し
て
現
地
の
鎌
原
区
長
所
蔵
・
鎌
原
忠
司
氏
所
蔵
の
古
文
書
や
絵
図
を
は
じ
め
と
す
る
史
料
、
嬬
恋
村
役
場
の
土
地
台
帳

及
び
六
百
分
の
一
地
籍
図
等
に
拠
っ
た
。
本
研
究
に
あ
た
っ
て
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
、
多
大
の
便
宜
を
は
か
つ
て
く
だ
さ
っ
た
嬬
恋
村
役
場
を
は
じ

め
、
現
地
調
査
に
際
し
て
御
協
力
を
頂
き
、
ま
た
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
れ
た
地
元
の
鎌
原
区
長
・
鎌
原
忠
司
氏
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
稿
は
、
群
馬
大
学
地
理
学
会
で
検
討
し
た
際
の
下
書
き
を
整
理
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
の
第
二
十
一
回

歴
史
地
理
学
会
大
会
(
於
国
学
院
大
学
)
に
お
い
て
研
究
発
表
し
た
も
の
に
、
さ
ら
に
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
浅
呑
幸
雄
氏
・
菊
地
利

夫
氏
・
山
口
恵
一
郎
氏
・
中
島
義
一
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
か
ら
は
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
り
、
ま
た
恩
師
矢
嶋
仁
吉
博
士
・
村
木
定
雄
博
士
・

斉
藤
叶
吉
博
士
を
は
じ
め
有
末
武
夫
教
授
・
山
内
秀
夫
助
教
授
・
近
藤
義
雄
氏
(
元
前
橋
市
立
勝
山
小
学
校
長
)
に
は
平
素
御
鞭
縫
を
頂
き
、
こ
こ
に

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

尚
、
天
明
三
年
の
浅
間
山
大
噴
火
で
熱
泥
流
(
鎌
原
泥
流
)
に
埋
ま
っ
た
鎌
原
部
落
の
初
の
本
格
的
発
掘
調
査
が
、
昭
和
五
十
四
年
七
月
下
旬
か
ら

八
月
下
旬
の
約
一
カ
月
聞
に
わ
た
り
、
「
浅
間
山
麓
埋
没
村
落
総
合
調
査
会
(
会
長
・
児
玉
幸
多
氏
)
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
会
は
歴
史
、

地
質
、
古
文
書
、
総
合
火
山
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
構
成
さ
れ
、
総
合
的
に
調
査
し
て
大
噴
火
の
全
容
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
特
に

埋
没
家
屋
の
全
面
発
掘
と
埋
没
土
層
の
厚
み
の
確
認
調
査
に
は
関
心
が
も
た
れ
、
地
元
を
は
じ
め
と
し
、
各
界
か
ら
の
期
待
は
大
き
い
の
で
、
こ
こ

に
、
あ
え
て
付
記
し
た
次
第
で
あ
る
。
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